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ワークショップのアンケート調査から －．日本歯
科技工学会第 29 回学術大会，仙台，2007 年 9 月 22
日，23 日，日本歯科技工学会雑誌，28（2），181 頁，
2007 年．

21）岡田直人，野村修一，金谷　貢，室橋直人，松木紀
一：試作チューインガムの義歯付着性に関する検討．
H19 年度（社）日本補綴歯科学会関越支部学術大会，
宇都宮，2007 年 10 月 7 日，H19 年度（社）日本補
綴歯科学会関越支部学術大会プログラム・抄録集，
18 頁，2007 年．

【研究会発表】
１）渡辺孝一：X 線光電子分光法を利用した生体材料表

面元素分析．平成 19 年度第２回 VBL（ベンチャー
ビジネスラボラトリー）成果発表会．同プログラム
集＆資料集　12 頁，新潟，2007 年 10 月 31 日

【その他】
１）小林正義，渡辺孝一：生体組織中の微量元素分析装

置　特許第 3959744 号，2007 年 5 月 25 日．
２）金谷　貢：高齢者ならびに要介護高齢者にかかわる

欠損補綴物の将来需要ならびに新しい卒後研修方式
としてのワークショップの可能性．富山県歯科技工
士生涯研修会（厚生労働省後援），富山，2007 年 10
月 14 日 . 富山県歯科技工士生涯研修会パンフレッ
ト，2007 年．

分化再生制御学分野

【論文】なし
【著書】なし
【商業誌】なし
【研究成果報告書】里方一郎：歯原性角化嚢胞モデルと

しての Msx2 ノックアウトマウスの顎骨嚢胞 . 文部
科学省研究補助金研究，萌芽研究，課題番号
18659554，2008 年

【学会発表】
１）里方一郎，伊東達雄，中川栄蔵，井田浩子，朔　敬：

転写因子 Msx2 の機能欠損は歯原性角化嚢胞を発生
させる 第 30 回日本分子生物学会年会，横浜，2007
年 12 月 13 日

【その他】なし

予防歯科学分野

【論文】
１）Yoshihara A, Deguchi T, Hanada N, Miyazaki H: 

Renal function and periodontal disease in elderly 
Japanese. J Periodontol, 78(7): 1241-8, 2007.

２）Kanaya T, Kaneko N, Amaike C, Fukushima M, 

Morita S, Miyazaki H, Saito I: A study on changes 
in caries risk and microbial flora with the 
placement of edgewise appliance. Orthodontic 
Waves, 66(2): 27-32, 2007.

３）Yoshihara A, Hirotomi T, Takano N, Kondo T, 
Hanada N, Miyazaki H. Serum markers of chronic 
dehydration are associated with saliva　spinability. 
J Oral Rehabil, 34(10): 733-8, 2007.

４）Yoshihara A, Takano N, Hirotomi T, Ogawa H, 
Hanada N, Miyazaki H: Longitudinal relationship 
between root caries and serum albumin. J Dent 
Res, 86(11): 1115-9, 2007.

５）Nakamura K, Tsugawa N, Saito T, Ishikawa M, 
Tsuchiya Y, Hyodo K, Maruyama K, Oshiki R, 
Kobayashi R, Nashimoto M, Yoshihara A, Ozaki R, 
Okano T, Yamamoto M: Vitamin D status, bone 
mass, and bone metabolism in home-dwelling 
postmenopausal Japanese women: Yokogoshi 
Study. Bone, 42: 271-277, 2008.

６）Fujiyama Y, Murata T, Hanada N, Miyazaki H: 
Profile of halitosis in periodontally healthy 
subjects. J Dent Hlth, 58: 25-32, 2008.

７）Iwasaki M, Yoshihara A, Hirotomi T, Ogawa H, 
Hanada N, Miyazaki H: Longitudinal study on the 
re lat ionship between serum albumin and 
periodontal disease. J Clin Periodontol, 35: 291-296, 
2008.

８）Amarasena N, Yoshihara A, Hirotomi T, Takano N, 
Miyazaki H: Serum calcium and periodontal 
disease progression in community-dwelling elderly. 
Gerodontology, (in press), 2008.

９）Deguchi T, Yoshihara A, Hanada N, Miyazaki H: 
Relationship between mandibular inferior cortex 
and general bone metabolism in older adults. 
Osteoporos Int, (in press), 2008. 

10）Furugen R, Hayashida H, Yoshihara A, Ogawa H, 
Miyazaki H, Saito T: The relationship between 
periodontal condition and serum levels of resistin 
and adiponectin in elderly Japanese. J Periodont 
Res, (in press), 2008.

11）Yamaga T, Miyazaki H: Gas chromatography 
equipped with a flame photometric detector for 
oral malodor measurement. Int J Oral Health, (in 
press), 2008.

12）Murata T, Miyazaki H, Yaegaki K: Effect of 
mouthwash, toothpaste and chewing gum on oral 
malodor. Int J Oral Health, (in press), 2008.

13）葭原明弘，高野尚子，宮﨑秀夫：65 歳以上高齢者
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における全身状態と口腔健康状態の関連－特定高齢
者判定項目から，口腔衛生会誌，58（1）: 9-15，
2008.

14）永山　寛，木村靖夫，島田美惠子，中川直樹，西牟
田　守，大橋正春，宮﨑秀夫，浜岡隆文，吉武　裕：
地方都市在住高齢者における日常生活での歩数と体
力との関係，体力科学，57: 151-162，2008.

15）安藤雄一，中垣晴男，宮﨑秀夫，葭原明弘，荒川浩
久，飯島洋一，川崎浩二，井後純子，杉本智子，渡
辺晃子，重政昭彦，鳥山佳則，田口円裕：乳幼児歯
科健診受診児の母親を対象とした全国歯科保健実態
調査における標本の代表性，口腔衛生会誌，（印刷
中），2008.

【著書】
１）宮﨑秀夫：疫学，保健生態学（全国歯科衛生士教育

協議会監修），医歯薬出版，東京，8-17，2007.
２）葭原明弘，和泉亜紀，宮﨑秀夫：栄養と歯周病，

Preventive Periodontology（鴨井久一ほか編），医
歯薬出版，東京，147-151，2007. 

３）葭原明弘他：みんなでワッ歯ッ歯，新潟日報事業社，
48-51，2007.

４）宮﨑秀夫：疫学，衛生学・公衆衛生学，医歯薬出版，
東京，41-60，2008.

５）宮﨑秀夫：第 4 章 母子の歯科保健，基礎助産学 [3]，
医学書院，東京，105-120，2008.

６）葭原明弘，宮﨑秀夫：う蝕の疫学データ，う蝕学　
チェアサイドの予防と回復のプログラム（田上順次
ほか監修），永末書店，東京，225-230，2008.

７）宮﨑秀夫：口臭，口腔乾燥症・舌痛症・味覚障害の
臨床（仮）（柿木保明監修），医歯薬出版，東京，（印
刷中），2008.

【商業誌】
１）小川祐司，宮﨑秀夫：World topics/ 日本版オーラ

ルヘルスインパクトプロファイル（OHIP）－青年
者，壮年者に対する妥当性－，衛生士誌，31（6）: 
105，2007.

２）宮﨑秀夫：TRENDS，プロテアーゼによる舌苔除去・
口臭予防，Dental Magazine，122: 62-66，2007.

３）小川祐司，宮﨑秀夫：World topics/ 歯周炎の特徴
は PAI-1 を上昇させることにある，衛生士誌，31

（10）: 78，2007.
４）小川祐司，宮﨑秀夫：World topics/ 無作為化比較

試験による，高齢者のプラーク付着，歯肉炎に与え
る機械的・抗菌的プラークコントロールの検討，衛
生士誌，32（2）: 77，2008.

５）小川祐司：グローバルな視点で健康を考える　

"The World Health Report"（世界保健レポート），
海外ジャーナル Watching，Dental Diamond，33

（471）: 131，2008.
６）濃野　要，山賀孝之，宮﨑秀夫：CASE REPORT，

プロテアーゼによる舌苔除去・口臭予防，Dental 
Magazine，（印刷中），2008.

【研究成果報告書】
１）宮﨑秀夫（分担）：歯周疾患が全身に及ぼす影響の

疫学的研究，2007.（平成 17 年度～平成 18 年度科
学研究費補助金（基盤研究 A）研究成果報告書 
17209066）

２）佐久間汐子：成熟途上にある幼若永久歯における非
侵襲的う蝕診断システムの確立，2007.（科学研究
費補助金（基盤研究 C（2））研究成果報告書 
15592209）

３）廣冨敏伸：高齢者の口腔乾燥と歯周病進行の関連に
関する研究，2007.（文部科学省科学研究費補助金
研究，若手（B）16791330）

４）宮﨑秀夫： 高齢者の口腔保健と全身的な健康状態
の関係についての追跡調査， 22-32，2007.（平成 18
年度厚生労働科学研究報告 H16- 医療 -020）

５）葭原明弘，出口知也，花田信弘，宮﨑秀夫：高齢者
における腎機能と歯周病との関連，33-63，2007.（平
成 18 年度厚生労働科学研究報告 H16- 医療 -020）

６）葭原明弘，高野尚子，廣冨敏伸，小川祐司，花田信
弘，宮﨑秀夫：血清アルブミンレベルと根面う蝕の
進行に関する経年調査，64-92，2007.（平成 18 年度
厚生労働科学研究報告 H16- 医療 -020）

７）葭原明弘，渡邊令子：牛乳乳製品の摂取が歯科疾患
に及ぼす影響の解明と廃用症候群予防の検討，
93-110，2007.（平成 18 年度厚生労働科学研究報告 
H16- 医療 -020）

８）渡邊令子，村松芳多子，葭原明弘：自立高齢者の口
腔健康状態と納豆消費量との関連について，
111-114，2007.（平成 18 年度厚生労働科学研究報告 
H16- 医療 -020）

９）出口知也，葭原明弘：全身的骨代謝を反映する下顎
骨評価指標：Mandibular Cortical Index，115-120，
2007.（平成 18 年度厚生労働科学研究報告 H16- 医
療 -020）

10）河野正司，佐藤直子，葭原明弘，宮﨑秀夫：高齢者
の咀嚼能力に関する研究，125-127，2007.（平成 18
年度厚生労働科学研究報告 H16- 医療 -020）

11）高野尚子：高齢者の精神的不健康が口腔健康に与え
る影響についての研究，128-130，2007.（平成 18 年
度厚生労働科学研究報告 H16- 医療 -020）

12）永山　寛，木村靖夫，島田美恵子，中川直樹，西牟
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田　守，大橋正春，宮﨑秀夫，吉武　裕：地方都市
の在宅高齢者における日常生活での歩数と体力，生
活機能および体組成との関連性，131-151，2007.（平
成 18 年度厚生労働科学研究報告 H16- 医療 -020）

13）ナジスアマラセナ，葭原明弘，宮﨑秀夫：血清カル
シウムと歯周病の進行に関する経年調査，152-166，
2007.（平成 18 年度厚生労働科学研究報告 H16- 医
療 -020）

14）宮﨑秀夫： 高齢者の唾液牽糸性と歯周病進行との
関連，47-49，2007.（平成 18 年度厚生労働科学研究
費補助金長寿科学総合研究事業報告 H17-長寿 -042）

15）小川祐司：抗菌的歯周治療によるアディポネクチン
と動脈硬化の抑制効果の検討，新潟大学プロジェク
ト推進経費，若手研究者奨励研究 課題番号 183590，
2007 年 .

16）廣冨敏伸：高齢者の歯周病進行に影響を及ぼす生活
習慣因子に関する疫学研究，新潟大学プロジェクト
推進経費，若手研究者奨励研究，2007 年 .

17）安藤雄一，中垣晴男，宮﨑秀夫ほか：全国成人歯科
保健調査 1-55，114-116，2007.（財団法人 8020 推進
財団研究報告書）

18）濃野　要：植物由来プロテアーゼは舌苔及び口臭を
減少させる，（財）富徳会研究助成，2007.

19）葭原明弘：平成 19 年度「新潟県健康関連ビジネス
モデル推進事業」，2007.

【講演・シンポジウム】
１）Ogawa H.: Oral Health in Asia. The 60th WHA, 

Ora l  Hea l t h  Sympos i um ,  Wor l d  Hea l t h 
Organization, Geneva (Switzerland), 2007 年 5 月
12-19 日 .

２）Ogawa H.: Oral Health through Health Promoting 
Schools. The 4th Asian Conference of Oral Health 
Promotion for School Children, Gyeongju (Korea), 
2007 年 9 月 14-15 日 .

３）Ogawa H.: Asian Fluoride Commission Expert 
Meeting, Seoul (Korea), 2007 年 9 月 15 日 .

４）Ogawa H.: The needs for the guide-line of the 
Asian Fluoride Uses. 2007 Korean Academy of the 
Clinical Preventive Dentistry, Seoul (Korea), 2007
年 9 月 16-17 日 .

５）Miyazaki H: Integration of oral health and general 
health in Japanese elderly people. 8th Asia/
Oceania Regional Congress of Gerontology and 
Geriatrics, Beijing (China), 2007 年 10 月 22-25 日 .

６）Ogawa H.: Strategies and Approaches in Oral 
Health Promotion in the 21st Century, Ministry of 
Health's Health Convention in conjunction with 

100 years Anniversary Celebrations of Health 
Services in Negera Brunei Darussalam, Oral 
Health Promotion Workshop Bandar Seri Begawan 
(Brunei), 2007 年 11 月 16-17 日 .

７）Ogawa H.: The needs for the guidelines for 
Fluoride uses in Asia, Ministry of Health's Health 
Convention in conjunction with 100 years 
Anniversary Celebrations of Health Services in 
Negera Brunei Darussalam, Oral Health Promotion 
Symposium Bandar Seri Begawan (Brunei), 2007
年 11 月 18 日 .

８）Miyazaki H: Integration of oral health and general 
health in Japanese elderly people, 39th Conference 
of the Asia-Pacific Academic Consortium for 
Public Health, Sakado (Japan), 2007年11月22-25日.

９）Ogawa H.: The needs for the guide-line of the 
Asian Fluoride Uses. 28th Myanmar Dental 
Conference and 8th FDI-MDA Joint Educational 
Meeting, Yangon (Myanmar), 2008 年 1 月 23-26 日 .

10）Miyazaki H: New trend of dental caries detection 
and clinical diagnosis, Seminar for the skill transfer 
of WHO Oral Investigation Standard, Vientiane 
(Laos), 2008 年 1 月 26-31 日 .

11）Ogawa H: Explanation of oral health survey 
according to 4th edition of WHO Oral Health 
Survey Basic Method and quest ionnaires 
according to WHO Oral Health Survey Proposal. 
Seminar for the skill transfer of WHO Oral 
Investigation Standard, Vientiane (Laos), 2008 年 1
月 26-31 日 .

12）宮崎秀夫：口腔ケア，佐田病院 NST 研修会講演，
2007 年 4 月 9 日 .

13）佐久間汐子：むし歯の原因とその予防；保育園のフッ
素洗口，新潟市立敷島保育園保護者講習会，新潟市，
2007 年 4 月 20 日 .

14）葭原明弘：調査の成果報告，シルバーからゴールド
パワーを引き出そう，高齢者講演会，新潟市，2007
年 4 月 22 日 .

15）佐久間汐子：むし歯の原因とその予防；保育園のフッ
素洗口，新潟市立白山保育園保護者講習会，新潟市，
2007 年 5 月 9 日 .

16）佐久間汐子：むし歯の原因とその予防；保育園のフッ
素洗口，新潟市立紫竹山保育園職員研修会・保護者
講習会，新潟市，2007 年 5 月 10 日 .

17）佐久間汐子：むし歯の原因とその予防；保育園のフッ
素洗口，新潟市立笹口保育園職員研修会，新潟市，
2007 年 5 月 17 日 .

18）佐久間汐子：むし歯の原因とその予防；保育園のフッ



－ 22 －

素洗口，新潟市立七浦保育園職員研修会，新潟市，
2007 年 5 月 29 日 .

19）佐久間汐子：むし歯の原因とその予防；保育園のフッ
素洗口，新潟市立笹口保育園保護者講習会，新潟市，
2007 年 6 月 5 日 .

20）佐久間汐子：むし歯の原因とその予防；保育園のフッ
素洗口，新潟市立八千代保育園保護者講習会，新潟
市，2007 年 6 月 12 日 .

21）佐久間汐子：むし歯の原因とその予防；保育園のフッ
素洗口，新潟市立桃山保育園職員研修会，新潟市，
2007 年 6 月 19 日 .

22）佐久間汐子：むし歯の原因とその予防；保育園のフッ
素洗口，新潟市立七浦保育園保護者講習会，新潟市，
2007 年 7 月 3 日 .

23）宮﨑秀夫：口腔機能を評価するための基礎知識①，
新潟大学歯学部公開講座，新潟市，2007 年 7 月 3 日 .

24）佐久間汐子：むし歯の原因とその予防；保育園のフッ
素洗口，新潟市立窪田町保育園職員研修会，新潟市，
2007 年 7 月 6 日 .

25）佐久間汐子：むし歯の原因とその予防；保育園のフッ
素洗口，新潟市立桃山保育園保護者講習会，新潟市，
2007 年 7 月 9 日 .

26）佐久間汐子：むし歯の原因とその予防；保育園のフッ
素洗口，新潟市立窪田町保育園保護者講習会，新潟
市，2007 年 7 月 10 日 .

27）佐久間汐子：むし歯の原因とその予防；保育園のフッ
素洗口，新潟市立東中野山保育園職員研修会，新潟
市，2007 年 7 月 20 日 .

28）佐久間汐子：むし歯の原因とその予防；保育園のフッ
素洗口，私立物見山はじめ保育園職員研修会･保護
者講習会，新潟市，2007 年 8 月 7 日 .

29）佐久間汐子：フッ素洗口とむし歯予防，新潟市立割
野小学校教職員研修会，新潟市，2007 年 8 月 30 日 .

30）佐久間汐子：むし歯の原因とその予防；保育園のフッ
素洗口，新潟市立東中野山保育園保護者講習会，新
潟市，2007 年 9 月 13 日 .

31）宮﨑秀夫：口腔と全身の健康との関係，日本歯科衛
生士会専門研修Ⅱ特定コース研修会，前橋市，2007
年 9 月 16 日 .

32）宮﨑秀夫：口腔と全身の健康との関係，日本歯科衛
生士会専門研修Ⅱ特定コース研修会，札幌市，2007
年 10 月 7 日 .

33）佐久間汐子：むし歯の原因とその予防；保育園のフッ
素洗口，新潟市立早通南保育園職員研修会・保護者
講習会，新潟市，2007 年 10 月 18 日 .

34）高野尚子：口腔機能向上の効果判定，介護職員研修
会，上越市，2007 年 10 月 25 日 .

35）高野尚子：口腔機能の評価と口腔機能向上サービス，

岩室温泉病院　職員研修会講演，　新潟市，2007 年
11 月 2 日 .

36）宮﨑秀夫：舌苔ケアによる QOL 対策，記者クラブ
講演会，東京，2007 年 11 月 17 日 .

37）宮﨑秀夫：高齢者の口腔保健と全身の健康，歯科保
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